
明石市みどりの基本計画（概要版案）２０２５年度（令和７年度）～２０３４年度（令和１６年度）　

みどりの基本計画

計画の基本事項

みどりの状況と社会からの期待

≪まちづくりの課題≫

彩りとうるおいのあるまちづくり 自然と共生したまちづくり

災害に強い安全･安心のまちづくり 気候変動に対応したまちづくり

みんなが生き生きと暮らせるまちづくり みんなとの共創によるまちづくり

　みどりの基本計画は、都市緑地法第４

条に定められたもので、市が将来に向け

て、みどりを適切に守り、まちの緑化を

円滑に進めていくために策定するもの

です。

基本理念

みどりの将来像と計画目標

基本方針
本計画における「みどり」

　本計画における「みどり」は、裸地や農地などの自然的な空間を対象とし、これら

の場所での人々の活動や生きものの生息を含むものとします。

計画改定の背景

　本市を取り巻く状況や社会情勢等が大

きく変化しました。また、本市の上位・関

連計画も改定されたことから、それらと

の整合を図る必要が生じたため、改定す

ることとしました。

みどりの効果・効用

　市民の意見や社会情勢の変化など、社会からの期待を踏まえ、まちづくりの

課題を６つ抽出しました。

　みどりは、豊かな生活を支える必要不可欠なもので、以下に示す機能があります。

本計画における

「みどり」のイメージ

都市環境保全 生物多様性保全 防災 景観形成 文化・レクリエーション

（１）みどりの保全 （２）みどりの創出 （３）みどりの活用

（１）生物多様性の保全･回復 （２）都市環境の保全

（１）まちへの愛着の醸成 （２）みどりの担い手の育成

市民みんなでつないでいこう あかしのみどり

　みどりの将来像の実現に向けた基本理念を以下のとおり設定しました。

　まちづくりの課題を解決するため、基本方針を以下のとおり設定しました。

基本方針 1：みどりで”住みたいまち”をつくる
　「みどり」が持つ景観形成機能や防災機

能、文化･レクリエーション機能等を生か

して、誰もが“住みたいまち”をつくって

いきます。

基本方針２：みどりで “人･生きもの･まち” を未来につなぐ

　「みどり」が持つ生物多様性保全機能や

都市環境保全機能等を生かして、“人”に

も“生きもの”にもやさしいまちづくりを

進め、明石の“まち”を将来にわたって引

き継いでいきます。

基本方針３：みどりで “みんなのつながり” をはぐくむ

　「みどり」が持つ文化・レクリエーション

機能等を生かして、“みんなのつながり”

を生み出し、広げていく取組を推進してい

きます。
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（１）みどりの保全　

（２）みどりの創出　

（３）みどりの活用

みどりで”住みたいまち”をつくる

基本方針 1

（１）生物多様性の保全･回復　

（２）都市環境の保全

みどりで “人･生きもの･まち” を

未来につなぐ

基本方針２

みどりで “みんなのつながり” を

はぐくむ

基本方針３

道路 樹木

・ 支援制度･表彰制度の創設

・ 市民との共創の推進

・ 支援制度･表彰制度の創設

・ 市民との共創の推進

将来像実現に向けた取組

（１）生物多様性の保全･回復　

（２）都市環境の保全

（１）まちへの愛着の醸成

（２）みどりの担い手の育成

　

公園

鉄道 海岸線

樹林地・里山・ため池

公共施設･住宅地･商業地･工業地

植物･裸地･農地･水辺

※凡例 ： 「基本方針 1 ： 緑色」 「基本方針2 ：青色」「基本方針３：橙色」
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進行管理

発行・編集　

　PDCAサイクルの考え方に基づき、計画のスパイラルアップを目指します。

重点的取組 1

　３つの基本方針に基づき、みどりが持つ多様な効果･効用を生かしたさまざまな取組を展開するとともに、

みどりの将来像実現に向けた取組として、新たに５つの事業を重点的に推進していきます。 

支援制度･表彰制度の創設

　住宅地への植栽に対する助成金のほか、緑化相談員の派遣

など、支援制度の創設に取り組んでいきます。また、優良な

みどりを表彰する制度の創設にも取り組んでいきます。

重点的取組２ こどもの外遊びの促進

　こどもが五感を生かして、自分の責任で自由に遊べる“明石

らしい”プレーパークを実施していきます。

重点的取組３ 自然共生サイトの認定

　ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現を目指し、地域

の多様な主体と連携しながら、自然共生サイトの認定に向け

た取組を推進していきます。

重点的取組４ 植樹の推進

　公共施設への植樹を推進し、都市環境を保全していきます。

重点的取組５ 市民との共創の推進

　公共施設の管理にあたって、市民や各種団体の皆さまに重

要な役割を担っていただいています。こうした市民との共創

による取組をさらに推進していきます。

大蔵海岸公園 明石公園

公園愛護会による清掃活動

里山の整備

はな ・ みど倶楽部の活動

道路アダプト花壇 （八木緑の会）

石ケ谷公園 上ケ池公園

あかしＳＤＧｓパートナーズ

推進体制と各主体の役割

　みどりの将来像の実現に向けて、市民、市民団体、事業者、行政が

それぞれの役割を踏まえ、共創による取組を推進していきます。

 ・ 住宅の緑化と維持管理
 ・ 公園などの活用
 ・ みどりに関するイベントや地域活動への参加
 ・ みどりについて学ぶ機会の活用　など

市民

市民団体

事業者
 ・ 事業所の緑化と維持管理、地域への開放
 ・ みどりに関するイベントや地域活動への参加･支援
 ・ みどりを通じた社会貢献活動の実施　など

 ・ 市内の緑化と維持管理
 ・ 公園などの活用
 ・ みどりに関するイベントの開催や地域活動の実施
 ・ 地域活動等によるみどりの担い手の育成　など

行政
 ・ 市内の緑地の保全や緑化の推進
 ・ 公園緑地等の維持管理
 ・ 庁内の連携強化
 ・ みどりに関する活動への支援

 ・ みどりにふれる機会の提供
 ・ みどりに関する情報発信
 ・ みどりに関わる人材育成　
                            など

重点的な取組

　ＳＤＧｓに積極的に取り組む市民団体や事業者など

がパートナーシップで「ＳＤＧｓ未来安心都市・明石」

の実現を目指しています。

明石市　都市局　都市整備室　公園・海岸課　２０２５年（令和７年）６月改定

〒６７３-８６８６　明石市中崎１丁目５番１号　ＴＥＬ０７８-９１８-５０３９

Plan
計 画

Do
実 施

Action
改 善

Check
点検・評価

おおむね 10 年ごとに
みどりの基本計画を策定

年度ごとに実施状況を点検し
中間年で取組の実施状況を評価

中間年での評価に基づき
取組の見直しを実施

計画に基づいて取組を実施

共 創
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計画の実現に向けて


